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頁 第1章 第1節 １ (1) ア （ｱ） ａ （a) 項目等 修正前 修正後

1 〇 20 第1章 第10節 4 (2) 利用料金

2 〇 25 第2章 第3節 1 エ
施設配置の考

え方

エ　計画地に隣接する既存の住宅に配慮した施設配置とするこ
と。具体的には、既存の住宅から10m 以上の緩衝緑地帯を整備
すること。また、緩衝緑地帯については落葉の少ない樹種を選定
する等の配慮をすること。

エ　計画地に隣接する既存の住宅に配慮した施設配置とするこ
と。具体的には、既存の住宅から10m 以上の緩衝緑地帯を整備
すること。また、緩衝緑地帯については落葉の少ない樹種を選定
する等の配慮をすること。なお、プライバシーに配慮したフェンスを
設置するなど、適切な処置を行う場合は緩衝緑地帯の幅を減らす
提案も可能とし、詳細については、近隣住民等と協議を行った上
で決定すること 。

3 〇 37 第2章 第3節 8 (2) 接続道路

ア　接続道路は市道総合運動公園線（R7年度供用開始）とする。
イ　接続箇所及び接続方法は、事業者からの提案によるが、主要
な車両出入口は原則として1箇所に限定すること。
ウ　市道総合運動公園線の道路排水の一部について、本施設の
流域面積に入れて計画を行うこと。（添付資料6　市道総合運動公
園線流域図参照）
エ　周辺道路の市道恵子柚原線と本施設で高低差が生じた際に
は、盛土を緩やかに現地盤へ擦り付けるか、擁壁や補強土壁等を
用いて安全性を確保すること。また、転落防止柵やガードレール
等を道路管理者と協議し、設置すること。

ア　接続道路は市道総合運動公園線（R7年度供用開始）のみ と
する。
イ　市道総合運動公園線の道路排水の一部について、本施設の
流域面積に入れて計画を行うこと。（添付資料6　市道総合運動公
園線流域図参照）
ウ　周辺道路の市道恵子柚原線と本施設で高低差が生じた際に
は、盛土を緩やかに現地盤へ擦り付けるか、擁壁や補強土壁等を
用いて安全性を確保すること。また、転落防止柵やガードレール
等を道路管理者と協議し、設置すること。

4 〇 62 第4章 第4節 (1) 開園式典
(1)　事業者は、開園準備業務期間中に、本施設の供用開始に伴
う開園式典及び開園記念イベント（以下「開園式典等」という。）を
企画し、本市と協議の上、実施する。

(1)　事業者は、開園準備業務期間中に、本施設の供用開始（1期
工事完了時及び2期工事完了時 ）に伴う開園式典及び開園記念
イベント（以下「開園式典等」という。）を企画し、本市と協議の上、
実施する。


